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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

味噌作りや梅干し作りの経験から、食材がどのようにしてできるのか、その過程に強い興味を持ってい

る。また、配膳時に保育士が投げかける問いかけをきっかけに、料理や他国の食文化にも関心が広がっ

ている。これらの様々のアプローチにより、食事への興味が高まったことで特定の食材への苦手意識や

残食に改善がみられることから継続して実施することでよりポジティブな影響がでると感じているた

め。

８月   AB:子ども達に今後の活動の中で２グループに分かれて食べ物についての探求学習を

               進めていくことを話す。

９月   AB:何故食べ物を食べるのか？の問から子ども達の興味を引き出す。

　　　  A:骨について興味が湧く。

            B:栄養についての話題から食物繊維について興味を持つ。

10月　  A:インターネット上にある動物の骨について検索し調べる。

　　　  B:ごぼうや人参など野菜を包丁で切って、繊維が見えるかを確かめる。

11月   AB:芋煮会にて様々食材に触れていき、調理をする過程を間近で見学する。

12月　  A:もう一方のグループ活動で実食活動から自グループでも調理等をしたいと意見が上がった。

　　　  B:大根の上と下で味や匂いや感触の違いはあるのかを大根おろしにして確かめ、味見を

                する。

1月　    A:骨を成長させる為の栄養素としてカルシウム。カルシウムをより良く摂取する為の食材を調

　　　　  べる。それらを一緒に食べられるものとしてシチューが意見として上がる。シチューの材料

               の買い出しに近隣スーパーへ買い物へ行く。

　　　   B:繊維や根っこ・種についての興味が出てきたので、野菜（ピーマン・大根・人参・苺）の

               種や野菜の断面などを虫眼鏡や投影機で拡大することや、種を取り出したりして観察する。

2月　   AB:畑のブロッコリーやカリフラワーを収穫して、自分達でナイフで切る作業をしてから、食

                べる活動をする。その際、味噌やマヨネーズを付けて食べることで、どのような栄養素が

                摂取できるのかも確認する。

3月　   AB:これまでの活動を振り返り、これまで調理をしたり食べたりしたものは、どの栄養素だった

　　　　    のか三色食品群を見ながらバランスの取れた食事が出来ていたかを確認する。普段、

                調理をしてもらっている調理室や園に届くまでに様々な人が関わっていることにも触れる。
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３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子ども達の食に対する興味を、意見交換をしたり、図鑑等を見て引き出し、観察や調理をし、実際に食

べる活動をしたことで探究活動としての充実した活動となった。味覚や栄養についても学び、子ども自

身が“食”の重要性を感じ、食べ物や食に関わる人への感謝の気持ちが深まったと感じている。

A:調理に至るまでは、図鑑などの環境設定を行うことやパソコンとプロジェクターを接続し、検索画面

　を共有した。

B:繊維や種を観察するための投影機、マクロレンズ、虫眼鏡。調理用のナイフやピーラー、まな板、お

　ろし金。野菜（人参、大根、ピーマン、苺）と野菜の種。

A:骨、カルシウムについて学びを深めた。骨折経験がある子どもが複数いた為、骨を強くする為にはど

　うしたら良いか、を考え、カルシウムをより良く吸収する為の食材を選定しシチュー作りに繋げた。

B:食物繊維や種を投影機で写したり、マクロレンズ、虫眼鏡などを使って観察した。調理用のナイフや

　ピーラー、まな板、おろし金などを使って子どもたちと一緒に調理をした。

A:なぜ食べるのか→体の成長→骨→調理、食育、と一つのテーマを深く掘り進めていくことで子ども達

　の興味・関心が継続していった。特にシチューを作ることに決まり、食材を自分達で買い物に行くこ

　とや実際に調理保育を進めていく時には「ビタミンDっていうのがあるんだよ。Cじゃないよ。」

　「骨を強くするにはお日様に当たると良いんだよ。」と体験が知識と結びついていた。

B:投影機で野菜の種や切った野菜の断面を見たり、感触を確かめたりすることで、驚きの声が上がった

　り、もっと観察したいという意見があった。野菜を使っての自分達で調理をしたことでいつも苦手な

　食材も食べてみようとする意識が見られた。


